
真庭市立木山小学校だより  

Ｒ６年度 第３号 
                           令和６年 ４月１８日（木）発行 

 

「めざす児童像」へ向けて「自分からチャレンジ！」 
今年度第１号の学校だよりに記載しましたように、４月８

日の１学期の始業式の日、２～６年生に今年度の「めざす

児童像」改訂の趣旨とポイントを説明しました。 

４つの「めざす児童像」のうち、「仲良くする子」「進んで

学ぶ子」についてポイントを加筆したので、担当者がプレ

ゼン資料を示しながら子どもたちに話をしました。教職員

と子どもたちがめざす姿を共有して取組をスタートさせる

ことで、ベクトルが揃い、より成果につながりやすくなると

考えています。 

「仲良くする子」について 

重点は「あいさつ・返事のさらなるレベルアップ」です。

前年度までの児童アンケートによると肯定率はかなり高

いのですが、「できているつもり」から脱却し、より高みを

めざすために３つのポイントを示しました。１学期は、全学

年「あいさつ・返事」に関わるめあてを立てて取り組んでいきます。 

 

「進んで学ぶ子」について 

重点は「主体的に友だちと協働しながら学ぼうとする姿

の追究」です。学習や活動の中の「言う」「きく（聞く・訊

く・聴く）」「挑戦」している場面で、できるようになってほし

い姿を具体的に挙げて伝えました。日々の授業や活動の

中で、これに照らして教職員や子どもたちが振り返りや価

値づけを重ねていくことで、結果的に「主体的に友だちと

協働しながら学ぼうとする姿」が実現されていくと考えて

います。 

また、今年度は児童発の「発信」活動にも力を入れてい

きます。「発信」と「フィードバック」をセットで行うことで、

達成感や自己有用感、他者理解も一層進み、主体的に

学ぼうとする意欲につながるものと期待しています。ＩＣＴ

機器を活用するなどして学習したことを成果物にまとめ、

様々な場で「発信」をしていきます。 

子どもたちの「発信」をご覧になられた際は、ぜひ積極

的に「フィードバック」を返していただけると、子どもたちに

も大きな励みになりありがたいです。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 



なぜ「よい姿勢をしましょう」って言われるのかな 
本校では発育測定や視力検査等の実施に合わせ、定期的に

養護助教諭が保健指導を行っています。 

４月の発育測定を学年別に先週行い、その際「よい姿勢」に

ついての保健指導を実施しました。 

養護助教諭が「今日は特別に、みんなに先生のお腹の中を

見せてあげます！」と子どもたちの前で上着を取りました。黒地

シャツにフェルトで作った臓器や背骨を貼り付けたお手製のＴ

シャツ姿になると、子どもたちからは思わず「うわ～」と声がもれ

ました。 

いすの背もたれに寄りかかるように座ったり背中を丸めて頭

を突き出すように座ったりすると、背骨が曲がったり内臓がつぶ

れたりする様子が一目瞭然です。 

食べ物をちゃんと消化吸収し元気に活動したり順調に身長

が伸びて行ったりするためには、内臓や背骨に負荷のかからな

い「よい姿勢」を習慣づけることが大切だと、全学年の子どもた

ちが学びました。 

 

今年度の引き渡し訓練について 
５月１５日（水）に今年度の引き渡し訓練を予定しており、保護者の方へのお知らせを４

月１９日（金）に発出する予定にしています。 

昨年度まで落合地区として「こども園・小学校・中学校合同」で同訓練を実施してきま

したが、今年度は各学校単位で実施を検討することになり、本校は木山こども園と合同

で実施することといたしました。 

想定の「大雨」と小学生の引き渡しについては昨年度までと変わりありませんが、こど

も園児の引き渡し方法が変更になるとのことですのでご留意いただきたいと思います。 

 
第１回避難訓練を行いました 
  ４月１７日（水）に火災想定の避難訓練を実施しました。入学・進級により新しくなった

教室からの初めての避難訓練です。事前に出火場所を踏まえて複数の避難経路を確認

したり、避難の際の注意点などを教室で話し合ったりして、訓練に臨みました。 

  避難の合言葉は「○お さない○か けらない○し ゃべらない○も どらない○て い学年優先」
です。放送の指示を聞いて帽子をかぶり、鼻や口元をハンカチで覆いながら避難してきま

した。運動場でも落ち着いた様子で静かに整列し、お

話が聞けていました。 

  学校では、火災以外にも地震や不審者対応等の避

難訓練を定期的に実施しています。訓練日時の予告

なしに実施することもあります。年間の訓練を通じて、

危険な状況を見極め自分の命は自分で守る力を養っ

ていきたいと思います。 


